
各地の地方創生の取り組みが始まってから既に３年が経過しましたが、好事例と、そうでない事例との差が

はっきりとしてきたようです。千葉県内の各地ではどうでしょうか？

平成27年度から続けられている「日本版シティマネージャー制度（正式名：地方創生人材支援制度）」は、

地方創生における重要な「人的支援の矢」として位置づけられ、多くの地域で成果につながっています。地域

の活性化には、外部からの視点も欠かせません。この目線を併せ持ち、自らシティマネージャーとしての仕事

も経験した方々に、外部人材の活用を通じた地域づくりの勘所を語って頂きます。

なお、本セミナーは千葉大学COC＋と（社）日本シティマネージャー協会の協働事業の一環であり、本セミ

ナーに参加した希望自治体を中心に、後日の個別訪問による相談セッションの実施も予定しています。

首長及び幹部職員の皆様をはじめ、多くの方々の御参加をお待ちしています。

⾃治体における外部⼈材の活⽤セミナー
地⽅創⽣は外部⼈材の上⼿な活⽤から︕

千葉県COC＋セミナー

１１⽉１０⽇ 14時30分〜16時30分
（開場14時)

平成29年

主催（共催）︓千葉⼤学 ⼀般社団法⼈⽇本シティマネージャー協会
後援︓内閣府地⽅創⽣推進事務局（申請中） 千葉県（申請中）

14:30 開会挨拶 鈴⽊ 雅之（千葉⼤学准教授)

14:35 基調講演「地⽅⾃治体における外部⼈材の活⽤⽅策〜事例と体験を交えて〜」
⽥村 秀（⼀般社団法⼈⽇本シティマネージャー協会理事／新潟⼤学教授)

15:10 講演「⽇本版シティマネージャー、まちのブランディングに取り組む」
深⾕ 信介（⼀般社団法⼈⽇本シティマネージャー協会理事／博報堂ブランドデザイン副代表）

15:40 パネルディスカッション「外部⼈材に出来る、地域づくりのツボの押さえ⽅」
スピーカー ︓⽥村 秀、深⾕ 信介
モデレーター︓⼭本 慎⼀郎（⼀般社団法⼈⽇本シティマネージャー協会代表理事）

16:15 質疑応答 （16:30 閉会）

(メール) coc-p@chiba-u.jp (FAX) 043-290-2148

お問合せ
■千葉⼤学コミュニティ・イノベーションオフィス TEL: 043-251-1111（内線4144） Email: coc-p@chiba-u.jp
■⼀般社団法⼈⽇本シティマネージャー協会（⼭本） TEL: 080-3545-2461

千葉⼤学⻄千葉キャンパス 楓ホール（２階)
（千葉市稲⽑区弥⽣町1-33）

無 料 5 0 名

⽇ 時

会 場

参加費 定 員

お申込み締切／11⽉3⽇(⾦)

チラシ裏⾯にある申込書をFAXにて、⼜はご所属名、お名前、フリガナをご記⼊の上、メールにてお申込みください。

お申込み⽅法

タイムテーブル

(⾦)
楓ホール
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(千葉⼤学コミュニティ・イノベーションオフィス）

〜登壇者の紹介〜

⽥村秀（たむら・しげる）

旧⾃治省を経て、平成13年より新潟⼤学法学部助教授、平成19年より現職。これまでに内閣府道州制
ビジョン懇談会区割り基本⽅針検討専⾨委員会委員、Ｂ－１グランプリ特別審査員。群⾺県みなかみ町
参与（⽇本版シティマネージャー制度）等を務める。専⾨は⾏政学・地⽅⾃治・公共政策・⾷によるま
ちづくりなど。⽇本シティマネージャー協会理事。主な著書に『「ご当地もの」と⽇本⼈』（祥伝社）、
『政策形成の基礎知識－分権時代の⾃治体職員に求められるもの』（第⼀法規出版）など。博⼠（学
術）。

深⾕信介（ふかや・しんすけ）

メーカー、シンクタンク、外資系エージェンシー等を経て、博報堂⼊社。現在、博報堂スマート×都市
デザイン研究所⻑、博報堂ブランドデザイン副代表のほか、茨城県つくばみらい市参与、⿃取県⽇野町
参与を務める（いずれも⽇本版シティマネージャー制度）。⽇本シティマネージャー協会理事。専⾨は
マーケティング、コミュニケーション、ブランディング、都市デザイン。

⼭本慎⼀郎（やまもと・しんいちろう）

国⼟交通省、コミュニティデザイン事務所を経て⼀般社団法⼈RCF復興⽀援チーム（現RCF）に参画。
現在、京都府久御⼭町（くみやまちょう）地⽅創⽣政策アドバイザーも務める（⽇本版シティマネー
ジャー制度による）。平成29年より⽇本シティマネージャー協会代表理事を務める。

鈴⽊雅之（すずき・まさゆき）

千葉⼤学准教授（コミュニティ・イノベーションオフィス 地域イノベーション部⾨⻑）


